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［
論
稿
］

関
東
大
震
災

被
災
・
救
援
・
復
興
の
証
言
ー
渋
沢
栄
一
、
後
藤
新
平
、
な
ら
び
に
そ
の
周
辺
ー

永
冶
日
出
雄

第
七
章

九
月
七
日

遷
都
論
へ
の
対
処
と
埼
玉
救
護
団
の
始
動

一
，
遷
都
論
へ
の
対
処

九
月
七
日
山
本
内
閣
か
ら
内
務
大
臣
声
明
が
発
せ
ら
れ
た
。
救
護
と
復
興
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
主
眼
は
震
災
後
に
浮

上
し
た
遷
都
論
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
裏
書
き
す
る
よ
う
に
新
聞
紙
上
で
も
、
震
災
地
に
お
い
て
首
都
移
転
の
風
説
が

流
れ
、
政
府
も
こ
れ
に
対
処
す
る
と
報
じ
ら
れ
た
。

後
藤
内
相

帝
都
再
建
の
声
明

政
府
は
最
善
を
尽
し
て
罹
災
者
救
護
に
関
す
る
方
法
を
講
ず
る
と
共
に
一
切
の
急
救
手
段
に
違
算
な
き
を
期
し
て
い
る
。
政

府
は
市
民
と
共
に
全
国
民
の
協
力
に
訴
へ
速
か
に
帝
都
を
再
造
し
大
東
京
を
復
活
す
る
の
み
か
、
是
れ
を
機
会
と
し
て
更
に
光

輝
あ
る
新
生
命
を
樹
立
す
る
事
が
内
閣
総
理
大
臣
以
下
全
政
府
の
統
一
精
神
で
あ
る
事
を
声
明
す
る
。
昨
今
政
治
の
中
心
を
大

阪
に
移
す
と
か
の
浮
説
が
あ
る
や
に
聞
く
が
、
是
れ
は
災
後
巷
間
に
発
生
し
た
無
根
の
流
説
か
憶
説
で
あ
っ
て
断
じ
て
政
府
の

流
言
で
な
い
事
を
重
ね
て
声
明
す
る
。
故
に
市
民
は
天
の
与
え
た
大
試
練
に
堪
え
全
国
民
と
共
に
此
の
国
難
に
打
ち
か
ち
政
府

渋
田
紅
塔
編
著
『
関
東
大
震
災
実
記
』、
六
八
頁
。

①

『
夕
刊
報
知
新
聞
』
大
正
十
二
年
八
日
（
七
日
夕
）、
一
頁
。

『
大
阪
時
事
新
報
』
大
正
十
二
年
九
月
十
一
日
夕
刊
、
一
頁
。

②
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と
と
も
に
後
図
を
策
し
て
大
東
京
を
復
活
す
る
外
更
に
新
文
明
を
建
設
す
る
の
抱
負
あ
ら
ん
こ
と
を
希
望
す
る
の
で
あ
る
。
①

遷
都
説
へ
の
対
処

（
『
大
阪
時
事
新
報
』）

遷
都
の
風
説
で
人
心
動
揺
、
近
く
決
定
的
布
告
出
で
ん

焼
残
っ
た
東
京
山
ノ
手
方
面
で
は
昨
今
頻
り
に
帝
都
が
京
都
若
し
く
は
大
阪
方
面
に
移
る
と
い
ふ
風
説
が
行
は
れ
罹
災
後
の

市
民
は
殆
ん
ど
仕
事
が
手
に
つ
か
ぬ
状
態
で
あ
り
各
官
庁
吏
員
及
び
実
業
家
中
に
も
同
様
遷
都
説
を
喧
伝
す
る
も
の
あ
り
て
人

心
大
に
動
揺
の
傾
き
あ
り
震
災
善
後
の
処
置
と
し
て
何
よ
り
も
第
一
の
緊
切
な
る
問
題
と
な
っ
て
来
た
の
で
政
府
は
此
際
決
定

的
発
表
を
な
し
て
人
心
を
安
定
統
一
す
る
の
必
要
を
認
め
近
く
関
係
大
官
の
大
会
議
を
開
き
協
議
の
上
遷
都
如
何
に
つ
い
て
決

定
的
布
告
を
発
す
る
筈
で
あ
る
。
②

東
京
復
興
の
壮
大
な
政
策
を
築
き
つ
つ
あ
る
後
藤
新
平
に
と
っ
て
、
よ
り
適
切
な
地
へ
首
都
を
移
す
と
の
遷
都
論
は
、
第
一
に
克

服
す
べ
き
障
害
で
あ
っ
た
。
六
日
閣
議
で
諒
承
さ
れ
た
内
相
の
提
案
に
基
づ
き
、
復
興
計
画
の
立
案
が
ま
さ
に
着
手
さ
れ
る
と
き
、

世
論
の
一
部
に
遷
都
論
が
浮
上
し
た
。
こ
れ
に
係
わ
る
当
局
の
調
査
内
容
、
遷
都
論
お
よ
び
非
遷
都
論
の
概
要
が
『
帝
都
復
興
事
業



鶴
見
祐
輔
著
『
後
藤
新
平
伝

国
民
指
導
者
時
代

後
上

帝
都
復
興
篇
』
一
三
〇
ー
一
三
三
頁
。

①
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誌
』
に
記
載
さ
れ
る
。
①

大
正
十
二
年
九
月
一
日
東
京
横
浜
大
地
震
の
災
害
は
未
だ
其
の
精
確
な
る
調
査
を
遂
ぐ
る
の
時
期
に
至
ら
ず
と
謂
も
其
の
古

今
未
曾
有
な
る
大
災
厄
な
り
し
は
言
を
ま
た
ず
。
為
に
我
が
全
国
民
の
心
胆
を
寒
か
ら
し
め
こ
こ
に
期
せ
ず
し
て
識
者
の
間
に

遷
都
の
要
否
を
論
ず
る
も
の
あ
る
に
至
れ
り
。
遷
都
及
非
遷
都
論
の
主
た
る
理
由
概
略
左
の
如
し
。

第
一

遷
都
論

理
由

一
，
百
年
毎
に
大
地
震
を
免
れ
ざ
る
こ
と

現
在
の
帝
都
た
る
東
京
は
歴
史
並
科
学
の
証
明
に
徴
す
る
も
凡
そ
百
年
に
し
て
今
回
の
如
き
大
地
震
あ
る
を
免
れ
ず
、
其
の

被
害
の
及
ぶ
処
は
実
に
甚
大
に
し
て
今
回
の
如
き
明
治
維
新
以
来
営
々
と
し
て
全
国
民
の
協
力
に
依
り
て
築
き
上
げ
た
る
明
治

大
正
の
文
化
の
一
大
集
積
は
真
に
一
瞬
の
激
震
に
依
り
て
烏
有
に
帰
し
た
り
。
か
く
の
如
き
不
安
の
地
に
皇
居
を
定
む
る
は
誠

に
恐
懼
に
堪
え
ざ
る
所
に
し
て
且
又
将
来
再
び
大
地
震
の
襲
来
に
依
て
今
後
百
年
の
民
力
の
集
積
を
灰
燼
に
帰
せ
し
む
る
は
我

が
邦
家
の
物
質
的
並
精
神
的
文
化
の
非
常
な
る
損
失
た
る
は
勿
論
、
ひ
い
て
は
世
界
に
於
け
る
我
国
の
経
済
的
地
位
に
多
大
の

不
安
を
来
た
し
国
民
元
気
の
消
長
に
も
関
す
る
こ
と
尠
か
ら
ず
、
況
ん
や
一
朝
外
患
有
事
の
際
か
く
の
如
き
大
災
厄
に
遭
遇
せ

む
か
我
国
の
興
亡
に
も
関
す
る
一
大
事
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
い
や
し
く
も
思
を
こ
こ
に
致
さ
ん
か
帝
都
た
る
も
の
必
ず
や
未

来
永
劫
の
絶
体
安
固
な
る
地
に
之
を
相
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
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二
，
国
防
上
不
適
当
な
る
こ
と

今
後
世
界
の
争
覇
戦
場
が
太
平
洋
な
る
こ
と
は
論
な
き
と
こ
ろ
な
り
。
而
し
て
太
平
洋
岸
に
於
い
て
は
世
界
の
大
強
国
が
其

の
強
大
な
る
軍
事
力
を
以
て
互
に
虎
視
眈
々
た
る
は
現
時
の
実
装
な
り
。
我
国
の
今
日
の
地
位
は
陸
軍
力
に
於
て
東
洋
に
圧
倒

的
勢
力
を
有
す
る
に
反
し
て
海
軍
力
に
於
い
て
は
事
情
正
に
途
上
の
如
し
。
然
ら
ば
帝
都
は
こ
の
国
防
上
の
関
係
を
顧
慮
し
て

最
後
ま
で
敵
勢
に
対
抗
し
得
べ
き
有
利
の
地
に
之
を
和
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず

然
る
に
現
在
の
東
京
は
太
平
洋
上
の
敵
を
迎
ふ
る

に
甚
近
接
し
国
防
上
極
め
て
不
適
当
の
地
な
り
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
ず
。

三
，
帝
国
の
版
図
全
体
よ
り
見
て
其
地
位
不
適
当
な
る
こ
と

我
国
の
版
図
は
東
京
を
以
て
帝
都
と
定
め
ら
れ
た
る
当
時
に
比
し
遙
に
西
南
に
向
っ
て
延
長
せ
ら
れ
、
現
在
の
帝
都
は
我
国

の
版
図
全
体
よ
り
見
て
其
の
地
位
東
北
に
偏
せ
り
即
ち
往
時
に
比
し
今
や
朝
鮮
を
併
合
し
更
に
我
が
実
勢
力
は
満
州
の
曠
野
に

延
び
南
は
台
湾
を
超
え
て
南
洋
の
遠
き
に
至
る
、
こ
の
一
大
勢
力
圏
を
支
配
し
て
更
に
実
勢
力
の
南
下
西
向
せ
ん
と
す
る
盛
大

の
今
日
帝
都
の
地
位
を
定
む
る
は
必
ず
や
今
日
よ
り
西
南
の
地
に
之
を
相
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

四
，
大
都
市
発
展
の
将
来
に
鑑
み
不
適
当
な
る
こ
と

近
世
大
都
市
の
発
達
は
単
に
横
に
発
展
す
る
の
み
な
ら
ず
上
下
に
発
展
す
る
の
趨
勢
に
在
り
、
蓋
し
都
市
が
一
の
有
機
的
一

体
を
為
す
に
は
自
ら
横
の
発
展
に
限
界
あ
り
て
場
末
よ
り
中
心
に
至
る
時
間
は
凡
そ
一
時
間
を
超
ゆ
る
を
許
さ
ず
、
従
て
高
層

な
る
建
築
物
と
地
下
の
利
用
と
に
依
り
て
上
下
に
発
展
す
る
の
必
要
に
迫
ら
る
。
然
る
に
東
京
の
地
勢
た
る
そ
の
一
半
は
高
燥

な
る
山
手
に
し
て
他
の
一
半
は
低
地
な
る
下
町
な
り
。
而
し
て
山
手
は
水
利
運
搬
の
便
な
く
其
最
も
有
利
な
る
下
町
は
地
盤
甚

軟
弱
に
し
て
耐
震
力
弱
く
大
都
市
将
来
の
発
展
を
阻
害
す
る
の
地
勢
に
あ
り
、
ま
た
東
京
の
気
候
た
る
夏
は
暑
く
冬
は
寒
く
暴

風
雨
の
惨
害
頻
繁
に
し
て
国
民
保
健
及
財
産
保
護
上
よ
り
見
る
も
適
当
せ
ず
、
か
く
の
如
き
地
に
大
都
市
の
将
来
す
る
帝
都
を
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定
む
る
は
甚
不
適
当
な
り
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

第
二

非
遷
都
論

理
由

一
，
遷
都
論
に
対
す
る
反
駁

（
イ
）
百
年
毎
に
今
回
の
如
き
大
地
震
あ
る
や
否
や
は
未
だ
学
説
の
一
致
を
見
ざ
る
所
に
し
て
過
去
の
歴
史
を
以
て
直
に
将

来
を
卜
す
る
こ
と
は
余
り
に
悲
観
論
に
過
ぎ
た
り
。
仮
に
今
後
百
年
に
し
て
再
び
大
地
震
の
襲
来
す
る
場
合
あ
り
と
す
る
も
今

日
の
科
学
の
進
歩
は
都
市
の
構
築
並
建
造
物
に
よ
く
耐
震
耐
火
の
設
備
を
施
す
こ
と
を
得
、
た
と
え
其
の
災
害
の
及
ぶ
所
す
く

な
か
ら
ず
と
す
る
も
今
日
の
如
き
甚
し
き
惨
状
を
呈
せ
ざ
る
こ
と
を
確
信
し
て
疑
は
ず
。

（
ロ
）
国
防
上
適
当
な
ら
ず
と
の
論
は
一
理
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
と
雖
も
我
国
の
版
図
全
体
よ
り
見
て
其
位
置
東
北
に
偏
す

る
こ
と
は
明
ら
か
な
り
と
雖
も
、
帝
都
は
必
ず
し
も
領
土
の
地
理
的
中
心
た
る
を
要
せ
ず
、
軍
事
上
経
済
上
交
通
上
其
他
諸
種

の
点
を
考
慮
し
そ
の
軍
事
的
索
源
地
と
し
て
政
治
的
中
心
乃
至
文
化
的
中
心
と
し
て
最
適
当
な
る
地
た
る
を
要
す
。
而
し
て
か

く
の
如
き
地
は
東
京
を
外
に
し
て
他
に
之
よ
り
遙
に
優
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
困
難
な
り
。

二
，
遷
都
と
国
民
精
神
の
消
長

現
在
の
帝
都
た
る
東
京
は
実
に
明
治
維
新
以
来
帝
国
勃
興
の
発
祥
地
に
し
て
今
自
然
の
災
厄
た
る
地
震
の
襲
来
に
怖
れ
を
為

し
て
急
遽
帝
都
の
地
を
変
更
す
る
の
挙
に
出
で
ん
か
、
其
の
国
民
精
神
の
消
長
に
関
す
る
蓋
し
甚
大
な
る
も
の
あ
り

加
之
今

時
の
大
災
厄
に
対
す
る
市
民
並
に
一
般
国
民
の
態
度
気
風
を
見
る
に
其
の
物
質
的
災
害
の
異
常
な
る
を
悲
観
す
る
の
色
な
く
寧

ろ
勇
を
鼓
し
気
を
張
り
復
興
の
気
運
盛
な
る
も
の
あ
る
を
見
る
。
か
く
の
如
き
は
遷
都
論
を
以
て
反
て
最
不
適
当
の
処
置
と
断

ず
る
に
足
る
。

復
興
事
務
局
編
『
帝
都
復
興
事
業
誌

計
画
篇
・
監
理
篇
・
経
理
篇
』
一
九
三
二
年
。
九
ー
一
二
頁
。

①
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三
，
遷
都
と
経
済
界
と
の
関
係

た
と
え
帝
都
を
以
て
東
京
以
外
の
地
に
相
す
る
も
近
き
将
来
に
於
て
関
東
東
北
一
帯
の
地
を
背
影
と
す
る
一
大
経
済
的
中
心

が
現
在
の
東
京
の
地
に
開
く
べ
き
は
蓋
し
火
を
見
る
よ
り
明
な
り
と
雖
も
、
一
旦
こ
こ
に
遷
都
の
事
あ
る
や
一
時
経
済
界
並
財

産
関
係
に
非
常
な
る
革
命
的
変
動
を
来
す
こ
と
は
明
白
な
り
。
欧
州
大
戦
の
後
を
受
け
て
今
や
経
済
界
の
安
定
を
期
図
す
べ
き

時
に
当
り
て
か
く
の
如
き
異
常
ノ
変
動
を
招
来
す
る
こ
と
は
最
も
戒
慎
を
要
す
る
所
に
し
て
寧
ろ
帝
都
の
地
に
確
立
し
て
本
州

東
半
の
産
業
経
済
の
勃
興
を
推
進
す
る
を
最
も
適
切
な
る
の
処
置
と
す
。

①

辰
野
金
吾
と
事
業
を
共
に
し
、
都
市
計
画
の
先
駆
を
な
し
た
建
築
家
片
岡
安
は
、
関
東
大
震
災
の
五
年
前
関
西
へ
の
首
都
移
転
を

を
提
唱
し
て
い
た
。
我
国
古
来
の
遷
都
史
を
展
望
し
、
明
治
に
お
け
る
中
橋
徳
三
郎
の
大
阪
遷
都
論
、
大
正
に
お
け
る
九
鬼
隆
一
の

京
都
遷
都
論
、
さ
ら
に
は
奉
天
等
へ
の
大
陸
遷
都
論
に
も
言
及
し
た
あ
と
、
片
岡
は
結
論
的
に
述
べ
る
。

結
論
一
，
明
治
維
新
の
東
京
遷
都
は
明
治
天
皇
御
新
政
の
最
大
根
源
で
、
あ
ら
ゆ
る
施
設
も
亦
こ
の
大
英
断
の
御
趣
意
か
ら

湧
発
し
た
も
の
と
拝
察
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
。
併
し
今
日
で
は
も
う
明
治
中
興
の
鴻
業
も
一
段
落
を
告
げ
日
清
・
日
露
両
大
戦

の
後
を
承
け
て
国
運
の
隆
盛
な
こ
と
迚
も
昔
日
の
比
で
ゃ
な
く
、
海
外
列
強
と
の
関
係
も
亦
複
雑
に
な
り
、
内
外
の
形
勢
は
更

に
何
等
か
一
大
画
策
を
企
図
せ
ず
に
は
居
ら
れ
ぬ
時
宜
に
到
達
し
た
。
之
を
も
少
し
具
体
的
に
云
へ
ば
明
治
維
新
の
際
に
遷
都
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を
断
行
せ
ら
れ
た
と
同
様
の
大
英
断
が
此
際
我
国
策
の
確
立
断
行
と
同
時
に
大
正
遷
都
の
企
図
に
適
用
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の

で
、
或
い
は
遷
都
を
無
意
義
と
し
、
或
は
現
代
の
都
市
で
は
其
実
行
は
不
可
能
で
あ
る
な
ど
ど
と
説
く
者
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
唯
漠
然
た
る
直
覚
感
に
過
ぎ
な
い
の
で
少
し
も
根
拠
あ
る
意
見
で
は
な
い
の
だ
か
ら
敢
て
其
妄
を
弁
ず
る
必
要
を
見
出

さ
ぬ
。
で
吾
人
は
現
在
及
将
来
の
大
正
聖
代
庶
政
大
刷
新
の
急
務
と
し
て
京
畿
地
方
に
政
治
の
中
心
た
る
帝
都
を
遷
す
こ
と
の

如
何
に
緊
急
事
で
あ
る
か
を
此
処
に
少
し
立
ち
入
っ
て
説
明
し
て
み
た
い
。〔
中
略
〕

結
論
二
、
現
代
で
は
政
治
経
済
活
動
の
中
心
は
現
代
科
学
を
最
も
敏
活
に
利
用
し
て
交
通
と
通
信
の
神
速
を
期
す
る
こ
と
を

最
大
要
義
と
す
る
。
即
ち
一
国
の
帝
都
は
其
科
学
的
設
備
と
地
理
的
利
便
と
を
併
用
し
て
政
治
経
済
施
設
の
中
心
た
る
を
期
す

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
意
味
に
於
て
現
在
我
帝
都
た
る
東
京
市
が
果
し
て
其
地
理
的
利
便
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
考
へ
て
見
る

と
其
位
地
が
い
さ
さ
か
東
部
に
偏
在
し
て
居
る
の
で
、
事
毎
に
不
利
不
便
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。〔
中
略
〕

結
論
三
、
満
・
韓
・
支
那
・
南
洋
各
方
面
と
の
交
通
は
し
ば
ら
く
措
い
て
我
内
地
開
発
の
利
害
だ
け
か
ら
考
へ
て
も
我
国
政

治
経
済
の
中
心
地
点
は
大
阪
湾
に
臨
む
摂
河
の
平
原
に
求
む
る
よ
り
外
に
適
当
の
地
は
見
出
し
得
な
い
筈
で
あ
る
。
摂
河
の
平

原
は
其
中
央
を
淀
河
が
貫
流
し
て
、
深
く
瀬
戸
内
海
が
湾
入
し
て
居
る
な
ど
、
実
に
天
然
の
形
体
で
大
都
市
を
建
設
す
る
に
適

当
な
ば
か
り
で
な
く
、
古
来
帝
都
と
し
て
ま
た
経
済
の
中
心
地
と
し
て
久
し
く
全
国
を
支
配
し
二
千
年
間
未
だ
一
度
も
衰
頽
の

事
実
を
胎
さ
な
か
っ
た
。〔
中
略
〕

結
論
四
、
我
国
産
業
将
来
の
趨
勢
を
考
え
る
と
農
業
の
開
拓
は
最
も
重
大
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
よ
り
も
更
に
製
造
工
業

の
興
隆
を
以
て
国
家
の
大
目
的
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
各
種
製
造
工
業
が
原
料
供
給
の
関
係
や
動
力
の
配
給
等
に
支
配
さ

れ
る
の
は
勿
論
の
こ
と
で
、
其
等
の
関
係
か
ら
見
て
関
東
・
関
西
の
何
れ
も
一
概
に
其
優
劣
を
論
ず
べ
き
で
は
な
い
が
、
摂
河

泉
の
平
原
及
び
山
陽
道
の
沿
岸
や
北
九
州
一
帯
の
平
原
は
、
瀬
戸
内
海
と
云
ふ
天
然
の
大
水
路
を
控
え
て
居
る
の
で
、
交
通
運

片
岡
安
著
『
都
市
と
建
築
』
市
民
叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
三
年
。
二
一
二
ー
二
一
八
、
二
二
二
ー
二
二
三
頁
。

①
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輸
の
利
便
に
富
め
る
こ
と
到
底
関
東
平
原
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
殊
に
其
対
外
航
路
の
発
着
に
適
す
る
の
と
現
に
関
西
・

九
州
方
面
の
生
産
力
が
雄
大
な
事
実
に
鑑
み
、
更
に
原
料
や
燃
料
の
関
係
か
ら
現
在
及
び
将
来
に
亘
っ
て
金
属
工
業
や
繊
維
工

業
が
主
と
し
て
関
西
の
地
に
集
中
さ
れ
る
の
を
見
た
な
ら
ば
、
今
後
の
経
済
的
施
設
は
ど
う
し
て
も
摂
河
泉
の
平
原
を
其
策
源

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。〔
中
略
〕

結
論
七
、
吾
人
の
理
想
と
す
る
大
阪
湾
頭
の
新
帝
都
と
云
ふ
の
は
、
現
時
の
大
阪
市
街
の
東
方
で
飯
盛
・
生
駒
・
草
香
の
山

麓
を
東
の
境
と
し
、
南
は
大
阪
軌
道
線
路
の
付
近
に
迫
り
、
北
は
寝
屋
川
沿
岸
に
沿
ひ
、
西
は
現
時
の
市
街
に
接
す
る
処
ま
で
、

そ
の
廣
表
約
十
平
方
哩
を
以
て
之
に
充
て
、
此
処
に
理
想
的
の
文
明
都
市
を
建
設
し
、
旧
市
街
の
改
良
さ
れ
た
大
街
路
に
連
絡

せ
し
め
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
。
之
を
交
通
の
上
か
ら
、
衛
生
設
備
の
点
に
鑑
み
、
都
市
建
築
の
整
備
、
街
路
の
美
観
等
あ
ら

ゆ
る
現
代
文
化
の
精
華
を
実
現
す
る
に
努
力
す
る
の
で
、
其
建
設
工
費
の
問
題
に
至
っ
て
は
、
吾
人
は
さ
ま
で
之
を
困
難
な
も

の
と
は
思
っ
て
居
な
い
。

①

二
、
埼
玉
救
護
団
の
始
動

こ
う
し
て
内
務
省
で
は
遷
都
論
に
対
処
す
る
一
方
、
渋
沢
の
自
主
的
支
援
に
係
わ
っ
て
は
、
京
橋
区
木
挽
町
の
埼
玉
及
埼
玉
人
社

が
救
護
団
を
組
織
し
、
九
月
七
日
か
ら
在
京
埼
玉
県
人
に
本
格
的
に
支
援
を
開
始
し
た
。
都
内
に
お
け
る
全
罹
災
者
の
二
十
分
の
一

は
、
あ
る
い
は
首
都
に
居
住
し
、
あ
る
い
は
そ
こ
へ
通
勤
す
る
彼
ら
と
さ
れ
る
。
本
来
出
版
を
業
務
と
す
る
同
社
の
活
動
は
、
渋
沢
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事
務
所
や
震
災
救
護
事
務
局
の
支
援
を
受
け
、
の
ち
に
東
京
市
編
『
東
京
震
災
録
』
埼
玉
県
の
項
に
も
記
録
さ
れ
た
。

在
京
罹
災
埼
玉
県
人
救
護
団
の
活
動

大
正
十
二
年
九
月
一
日
、
こ
の
日
午
前
十
一
時
五
八
分
一
脈
の
大
震
は
、
関
東
一
帯
に
わ
た
り
て
暴
威
を
振
ひ
一
瞬
に
し
て

人
類
の
築
き
上
げ
た
る
文
明
を
葬
り
去
り
ぬ
。
我
埼
玉
及
埼
玉
人
社
亦
災
禍
の
見
舞
ふ
処
と
な
り
し
を
以
て
、
避
難
し
て
宮
城

前
広
場
に
至
り
、
こ
こ
に
仮
事
務
所
を
置
き
、
総
員
集
合
即
刻
部
署
を
定
め
、
救
護
の
手
段
を
講
じ
た
り
。〔
中
略
〕

六
班
に
分
ち
て
活
動
を
開
始
し
た
る
に
、
そ
の
活
動
実
に
目
覚
ま
し
き
も
の
あ
り
、
救
護
班
の
至
る
処
感
謝
を
以
て
迎
え
ら

れ
、
ひ
と
り
埼
玉
県
人
の
み
な
ら
ず
、
他
府
県
出
身
者
を
も
其
の
救
護
の
中
に
加
え
た
り
。

一
方
基
金
部
も
大
車
輪
を
以
て
活
動
し
、
先
輩
諸
氏
の
同
情
を
仰
ぎ
、
各
方
面
よ
り
の
県
人
罹
災
者
に
対
す
る
同
情
金
は
忽

ち
に
し
て
集
ま
れ
る
を
以
て
、
愈
々
大
々
的
の
救
済
に
力
め
ん
と
し
、
左
記
の
ご
と
く
新
聞
に
広
告
し
て
徹
底
的
活
動
に
入
る
。

埼
玉
及
埼
玉
人
社
よ
り

本
社

京
橋
区
木
挽
町
一
の
十
一

帝
都
空
前
の
大
災
厄
に
際
し
、
避
難
者
の
二
十
分
の
一
が
、
更
に
惨
死
者
の
十
分
の
一
が
、
敬
愛
す
る
我
が
埼
玉
県

人
た
る
を
聞
き
、
吾
等
悲
し
む
べ
き
言
語
を
知
ら
ず
、
只
天
災
に
見
舞
は
れ
た
る
不
幸
の
生
霊
を
弔
ふ
て
復
興
を
念
ず

る
の
み
。

本
社
亦
罹
災
援
助
激
励
同
情
を
寄
せ
ら
れ
た
る
七
千
の
読
者
に
感
謝
す
。
社
長
山
口
六
郎
次
外
一
同
無
事
、
社
員
は

避
難
以
来
、
六
箇
所
に
救
護
所
を
設
け
て
郷
人
其
他
へ
の
食
料
供
給
救
護
復
旧
の
運
動
に
当
り
、
今
尚
奔
走
中
な
り
、

東
京
市
編
『
東
京
震
災
録
』
別
輯
、
六
九
ー
七
〇
頁

①
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亦
我
社
大
埼
玉
興
民
団
は
延
人
員
約
四
千
人
東
京
市
其
他
へ
配
給
活
動
せ
り
。
さ
れ
ど
数
多
き
罹
災
県
人
中
に
は
悲
惨

な
る
者
尚
少
か
ら
ず
、
東
京
は
勿
論
、
異
郷
に
壮
図
を
画
せ
ら
る
る
各
位
よ
り
一
層
の
援
助
を
懇
請
す
。
震
災
以
来
郷

党
の
先
人
堀
内
知
事
粕
谷
議
長
渋
沢
大
川
田
中
原
福
沢
其
の
他
各
方
面
の
県
人
挙
っ
て
社
会
に
奉
仕
し
た
る
は
、
吾
々

の
共
に
面
目
と
す
る
処
、
埼
玉
県
人
は
さ
ら
に
緊
褌
し
て
隣
郷
帝
都
の
復
興
に
斡
旋
努
力
し
た
し
、
終
り
に
臨
み
無
能

不
誠
意
な
る
県
人
会
の
改
造
を
宣
す
。

尚
、
漸
く
寒
さ
に
向
ひ
其
現
在
及
招
来
の
身
の
上
に
つ
い
て
苦
し
ま
る
る
方
に
は
、
相
談
相
手
に
な
り
力
添
を
致
し

ま
す
か
ら
、
心
置
き
な
く
申
出
で
く
だ
さ
い
。

九
月
十
七
日
諸
般
の
事
漸
く
小
康
を
得
る
に
至
り
、
本
部
を
日
比
谷
公
園
内
に
移
し
、
同
時
に
移
動
救
護
団
を
廃
し
て
一
切
を

日
比
谷
に
統
一
し
、
配
給
の
日
を
定
め
て
毎
奇
数
日
と
せ
り
。

①

こ
う
し
た
埼
玉
救
護
団
の
事
業
は
埼
玉
及
埼
玉
人
社
刊
行
の
雑
誌
『
埼
玉
及
埼
玉
人
』、『
埼
玉
県
人
会
会
報
』、
さ
ら
に
は
謄

写
版
に
よ
る
『
埼
玉
県
人
救
護
団
々
報
』
に
よ
っ
て
詳
細
に
伝
え
ら
れ
る
。
以
下
同
年
十
一
月
ま
で
の
時
期
に
わ
た
る
が
、
こ
れ
ら

貴
重
な
諸
史
料
を
列
記
す
る
。

埼
玉
救
護
団
の
結
成
（
埼
玉
県
人
会
会
報
）



『
埼
玉
県
人
会
会
報
』
第
五
号
、
大
正
一
三
年
九
月
刊
、
九
〇
ー
九
一
頁
。『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
三
一
巻
、
三
九
八
頁
。

①
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埼
玉
救
護
団
の
事
業

本
会
員
山
口
六
郎
次
氏
は
、
大
震
災
の
時
京
橋
に
在
て
自
ら
罹
災
者
の
一
人
た
る
に
拘
は
ら
ず
、
埼

玉
及
埼
玉
人
社
々
員
七
名
を
幹
部
と
し
て
、
急
速
救
護
団
を
組
織
し
、
渋
沢
子
爵
・
粕
谷
義
三
・
加
藤
政
之
助
・
指
田
義
雄
・

山
口
政
二
・
渡
辺
得
男
、
及
元
田
埼
玉
県
知
事
の
賛
助
後
援
の
許
に
、
金
円
・
食
料
・
衣
類
、
其
他
物
品
の
寄
附
を
募
集
し
、

日
比
谷
に
本
部
を
置
き
、
県
出
身
罹
災
者
の
慰
問
救
護
に
努
力
、
東
奔
西
走
せ
ら
れ
、
或
は
帝
国
ホ
テ
ル
其
他
に
て
、
慰
問
活

動
写
真
を
挙
行
し
、
更
に
罹
災
者
中
最
も
気
の
毒
な
る
者
に
向
て
は
、
簡
易
保
険
を
附
し
て
今
後
の
安
定
を
与
ふ
る
等
、
懇
切

熱
心
に
大
活
躍
を
続
け
ら
れ
し
こ
と
は
、
同
氏
発
行
の
埼
玉
及
埼
玉
人
誌
上
に
詳
記
せ
ら
る
ゝ
が
、
特
に
是
に
記
し
て
大
に
同

氏
の
労
を
感
謝
し
、
併
せ
て
一
般
会
員
に
報
告
す
。

ち
な
み
に
記
す
、
同
救
護
団
に
於
て
救
護
せ
し
人
員
は
、
実
に
無
慮
十
余
万
人
に
達
せ
り
と
云
ふ
。
①

埼
玉
救
護
団
の
組
織
と
活
動
（
埼
玉
県
人
救
護
団
団
報
）

本
団
設
立
以
来
今
日
迄
の
経
過
を
御
報
告
申
上
げ
ま
す

一
、
救
護
所
の
設
置

大
正
十
二
年
九
月
七
日
以
来
京
橋
区
木
挽
町
一
ノ
十
一
旧
埼
玉
及
埼
玉
人
社
焼
跡
に
本
部
を
設
け
、
夫
々
役
割
を
制
定
し
て
、

左
記
六
方
面
に
出
動
、
応
急
処
置
と
し
て
食
糧
供
給
に
従
事
せ
り
。

第
一
班

浅
草
口
並
に
本
所
方
面

第
二
班

南
千
住
口
（
埼
玉
県
管
内
）
第
三
班

板
橋
口
（
埼
玉
県
管
内
）
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第
四
班

赤
羽
口
（
埼
玉
県
管
内
）

第
五
班

京
橋
木
挽
町
本
社
焼
跡

第
六
班

日
比
公
園
入
口

二
、
救
護
団
事
務
組
織

基
金
部

配
給
部

庶
務
部

授
産
部
（
職
業
紹
介
）

医
務
部

尚
本
団
の
救
護
事
業
に
対
し
て
、
都
下
各
大
学
専
門
学
校
在
学
の
本
県
出
身
学
生
団
が
多
大
の
力
を
致
さ
れ
た
事
は
、
県
民
の

共
に
銘
記
す
べ
き
処
な
り
。

三
、
本
団
幹
部
並
に
事
業
協
賛
の
方
々

元
田
埼
玉
県
知
事
・
渋
沢
子
爵
・
堀
内
前
知
事
・
粕
谷
衆
議
院
議
長
・
松
本
米
穀
製
粉
渋
沢
事
務
所
渡
辺
得
男
氏
・
東
洋
生
命

保
険
会
社
尾
高
豊
作
氏
・
金
井
滋
直
氏
・
卜
部
直
輔
氏
・
武
州
銀
行
永
田
甚
之
助
氏
・
震
災
救
護
事
務
局
某
氏
・
大
川
平
三
郎

氏
・
岸
井
辰
雄
氏
・
山
口
六
郎
次
氏
、
他
在
京
本
県
出
身
者
多
数
に
し
て
こ
れ
が
御
芳
名
は
不
日
都
下
諸
新
聞
並
に
埼
玉
朝
日

・
埼
玉
新
聞
・
雑
誌
埼
玉
及
埼
玉
人
紙
上
に
公
表
謝
意
を
表
す
る
次
第
な
り
。

四
、
救
護
状
況

本
団
開
設
以
来
十
月
廿
五
日
迄
配
給
救
護
し
た
る
本
県
出
身
罹
災
者
の
数
は
、
合
計
四
千
弐
百
参
拾
壱
名
、
こ
れ
が
家
族
の
数

は
約
弐
万
壱
千
人
に
達
し
、
こ
れ
等
罹
災
者
に
は
主
と
し
て
、
米
・
芋
・
甘
藷
・
味
噌
・
醤
油
等
を
配
給
せ
り
。
尚
応
急
救
護

当
時
、
握
飯
・
ゆ
で
小
豆
・
う
ど
ん
等
を
配
給
救
護
し
た
る
罹
災
者
の
数
は
、
殆
ど
計
算
し
得
ざ
れ
共
、
概
算
四
万
人
位
に
達

す
べ
き
乎
。五

、
現
在
の
配
給
状
態

十
月
十
日
以
降
は
各
出
張
救
護
所
を
統
一
し
て
、
日
比
谷
公
園
内
救
護
本
部
に
於
て
、
老
幼
傷
病
者
等
特
に
困
窮
甚
し
く
且
つ

府
市
の
救
護
充
分
な
ら
ざ
る
者
に
限
り
米
・
甘
藷
・
衣
類
其
他
を
配
給
し
、
日
を
定
め
て
上
野
・
芝
・
青
山
・
九
段
の
各
バ
ラ



『
埼
玉
県
人
救
護
団
々
報
』
第
四
号
。（
渋
沢
子
爵
家
所
蔵

謄
写
版
）『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
三
一
巻
、
三
九
八
ー

①

三
九
九
頁
。
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ツ
ク
、
本
所
・
浅
草
等
の
特
別
罹
災
地
へ
巡
廻
救
護
を
行
ひ
つ
ゝ
あ
り
。
①

救
護
に
関
す
る
方
針
と
計
画
（
埼
玉
県
人
救
護
団
団
報
）

◇
傷
病
者
・
老
幼
者
へ
の
配
給

イ
、
趣
旨
、
配
給
は
惰
民
を
養
成
す
る
と
言
は
れ
て
居
り
ま
す
が
、
傷
病
者
・
老
幼
者
の
困
窮
は
漸
く
寒
さ
を
迎
へ
て
全
く

悲
惨
を
極
め
て
居
り
ま
す
老
い
た
る
者
は
、
栄
あ
る
埼
玉
、
大
に
し
て
は
現
在
の
日
本
を
作
る
た
め
に
努
力
し
た
人
々
で

あ
り
ま
す
。
幼
き
者
は
未
来
の
埼
玉
、
未
来
の
日
本
を
背
負
つ
て
起
つ
者
、
共
に
栄
あ
る
人
々
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
等
の
不
幸
な
者
に
対
し
て
は
生
を
う
け
つ
ゝ
あ
る
人
々
が
共
に
援
助
す
べ
き
当
然
の
責
務
が
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

ロ
、
実
行
方
法
、
特
別
困
窮
罹
災
者
名
簿
を
作
成
の
上
、
こ
れ
等
の
者
に
は
救
護
本
部
よ
り
三
日
又
は
五
日
目
毎
に
食
糧
品

を
配
給
す
る
事
と
し
た
し

ハ
、
財
源
経
費
、
現
在
迄
の
調
査
に
依
れ
ば
特
に
困
窮
甚
し
い
者
も
相
当
な
数
（
約
壱
千
人
）
に
の
ぼ
る
べ
き
が
、
こ
れ
が

経
費
は
一
日
約
百
円
位
に
し
て
、
財
源
は
有
力
者
の
寄
附
に
待
つ
べ
き
者
、
埼
玉
県
庁
に
集
り
居
れ
る
義
捐
金
の
一
部
提

供
（
他
府
県
の
如
く
特
に
出
張
救
護
を
行
は
な
か
つ
た
故
に
、
其
意
味
に
於
て
）
を
願
は
る
れ
ば
幸
な
り
。

◇
特
別
罹
災
者
へ
の
バ
ラ
ツ
ク
建
築
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イ
、
趣
旨
、
政
府
並
に
東
京
府
市
当
局
に
於
て
夫
々
バ
ラ
ツ
ク
を
設
立
し
て
罹
災
民
の
収
容
を
行
ひ
つ
ゝ
あ
れ
ど
、
独
身
者

の
如
き
は
、
今
尚
公
園
の
ロ
ハ
台
に
、
民
家
の
軒
先
等
に
夜
を
更
し
つ
ゝ
あ
り
、
又
一
部
罹
災
民
の
如
き
も
、
故
郷
近
き

故
一
時
帰
郷
不
在
な
り
し
た
め
、
バ
ラ
ツ
ク
収
容
の
救
護
に
も
れ
、
極
め
て
粗
末
な
る
自
製
バ
ラ
ツ
ク
に
住
居
す
る
者
頗

多
く
、
厳
寒
時
に
至
れ
ば
、
悲
惨
な
る
結
果
を
見
る
べ
し
と
信
ず
る
な
り
。

ロ
、
実
行
方
法
、
埼
玉
県
出
身
者
の
最
も
多
く
居
住
し
、
且
つ
最
悲
惨
な
る
本
所
・
深
川
、
及
び
浅
草
区
内
に
候
補
地
を
求

め
、
木
造
バ
ラ
ツ
ク
略
拾
棟
（
間
口
拾
間
、
奥
行
弐
間
半
）
を
急
造
す
る
者
な
り
。

ハ
、
経
費
財
源
、
バ
ラ
ツ
ク
建
設
費
は
価
格
区
々
な
れ
ど
、
本
県
下
よ
り
特
に
購
入
せ
ば
一
坪
弐
拾
五
円
位
に
て
建
設
し
得

る
見
込
な
り
。
従
つ
て
こ
れ
が
経
費
は
六
千
弐
百
五
拾
円
に
て
財
源
に
付
い
て
は
前
項
に
同
じ
。

ニ
、
復
興
に
利
用
、
尚
救
護
の
た
め
に
建
設
し
た
る
バ
ラ
ツ
ク
は
、
後
日
帝
都
焼
跡
整
理
復
興
事
業
の
た
め
、
多
数
本
県
人

も
入
込
む
べ
き
に
付
、
其
際
は
有
料
又
は
無
料
宿
泊
所
と
し
て
利
用
し
、
郷
人
青
年
諸
兄
の
た
め
に
い
さ
ゝ
か
便
し
た
し
。

◇
小
額
生
産
資
金
の
融
通

イ
、
趣
旨
、
罹
災
県
人
の
貧
窮
は
一
様
な
れ
ど
、
従
来
商
業
を
営
み
た
る
者
に
は
其
業
に
復
せ
し
む
る
を
復
興
の
根
本
な
り

と
信
ず
、
罹
災
者
は
焼
け
出
さ
れ
る
と
同
時
に
着
の
身
着
の
儘
に
て
、
落
ち
つ
く
所
も
な
く
逃
げ
惑
ひ
た
る
始
末
に
て
、

貯
を
持
ち
た
る
者
は
極
め
て
尠
く
、
従
来
の
信
用
に
依
つ
て
小
額
の
借
金
を
な
し
た
る
者
も
、
人
心
落
つ
か
ず
、
そ
れ
を

商
業
資
金
と
し
て
使
用
す
べ
き
路
も
見
出
せ
ず
、
遂
に
残
り
尠
に
至
ら
し
め
た
る
者
多
き
模
様
な
り
。
今
は
人
心
稍
安
定

し
、
弐
拾
円
、
参
拾
円
の
小
額
資
金
を
有
せ
ば
何
業
に
依
ら
ず
相
当
有
利
な
る
金
儲
を
な
し
得
る
如
く
な
り
。

ロ
、
実
行
方
法
、
多
数
希
望
者
あ
れ
ど
、
こ
の
中
事
情
を
鑑
識
し
て
参
拾
円
位
を
限
度
と
し
て
貸
付
、
最
初
一
ケ
年
位
は
据

置
き
、
其
後
は
委
員
を
設
け
て
、
日
歩
回
収
又
は
半
年
位
に
据
置
き
、
一
時
に
回
収
し
て
可
な
り
と
信
ず
。
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尚
こ
れ
が
利
率
は
、
一
般
銀
行
貸
付
利
子
の
二
倍
位
迄
と
す
れ
ば
、
事
務
費
の
捻
出
は
勿
論
、
回
収
も
困
難
な
ら
ず

と
信
ず
、
元
よ
り
一
般
銀
行
の
熱
誠
な
る
賛
助
に
待
つ
べ
き
も
の
な
れ
ば
、
貸
付
は
銀
行
こ
れ
に
当
り
、
回
収
に
は
専
属

委
員
を
設
く
る
を
可
と
す
。

ハ
、
財
源
金
額
、
事
業
と
し
て
も
相
当
堅
実
有
利
な
れ
ば
、
特
に
銀
行
家
各
位
の
賛
助
に
依
り
度
、
殊
に
こ
れ
が
総
額
は
約

五
拾
万
円
位
あ
ら
ば
、
約
壱
万
人
の
小
資
本
商
人
を
救
済
し
得
る
見
込
な
れ
ば
、
県
下
銀
行
特
に
武
州
銀
行
の
如
き
は
、

遊
資
を
斯
の
方
面
に
一
英
断
を
以
つ
て
支
出
す
る
時
は
、
後
日
壱
万
人
の
被
救
済
商
人
が
成
功
の
暁
は
、
故
郷
旧
恩
忘
じ

難
く
し
て
取
引
等
の
路
も
拡
く
に
至
り
、
銀
行
創
立
の
大
目
的
に
添
ふ
べ
き
乎
と
信
ず
。

◇
職
業
紹
介
所
連
絡
機
関
設
立

イ
、
趣
旨
・
方
法
、
数
多
く
の
罹
災
県
人
中
失
業
し
た
る
者
尠
か
ら
ず
、
こ
れ
等
は
直
接
紹
介
の
便
を
計
る
と
共
に
、
政
府

並
に
府
・
市
職
業
紹
介
所
と
の
連
絡
を
計
り
、
速
に
就
業
復
興
せ
し
め
た
し
。

ロ
、
経
費
、
他
の
事
業
と
併
行
す
る
も
の
な
れ
ば
、
経
費
と
し
て
は
事
務
員
一
名
を
増
加
す
る
位
の
も
の
な
る
べ
し
。
独
立

し
て
こ
れ
の
み
実
行
す
る
と
す
れ
ば
、
壱
ケ
年
存
置
す
る
と
し
て
、
約
壱
千
円
位
の
経
常
費
を
要
す
。（
建
築
費
略
）

但
し
こ
れ
を
常
設
し
て
、
故
郷
県
下
よ
り
の
出
京
者
の
た
め
に
紹
介
を
な
し
、
農
閑
期
等
に
出
稼
ぎ
す
る
者
に
も
紹
介

す
る
路
を
拡
け
ば
、
更
に
故
郷
の
繁
栄
に
資
す
る
事
を
得
ん
か
。

◇
県
物
産
販
売
所
の
設
置

イ
、
趣
旨
、
多
額
多
数
の
生
産
品
を
有
す
る
故
郷
埼
玉
県
は
、
今
時
の
如
き
物
資
払
底
の
際
は
、
県
物
産
を
外
部
に
紹
介
す

る
絶
好
の
機
会
な
り
と
信
ず
。

既
に
東
北
二
三
の
県
は
、
各
所
に
売
店
を
設
け
て
県
外
に
消
費
の
路
を
求
め
つ
ゝ
あ
り
。
吾
が
県
の
如
き
は
地
の
利
を

『
埼
玉
県
人
救
護
団
々
報
』
第
五
号
。（
謄
写
版

渋
沢
子
爵
家
所
蔵
）『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
三
一
巻
、
四
〇
〇
ー

①

四
〇
二
頁
。
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得
て
運
送
の
便
も
あ
る
事
故
、
市
内
数
十
ケ
所
に
埼
玉
物
産
販
売
所
を
設
け
て
、
随
時
販
路
を
拡
張
す
る
時
は
、
こ
れ
が

販
売
額
は
非
常
に
多
額
に
の
ぼ
る
べ
く
、
従
て
県
内
の
生
産
者
は
盛
な
る
売
行
に
刺
激
さ
れ
て
、
現
在
の
生
産
力
を
倍
加

す
る
に
至
り
、
悠
長
緩
漫
な
る
旧
埼
玉
魂
を
去
つ
て
、
緊
張
発
展
的
な
埼
玉
魂
の
涵
養
を
見
る
に
至
る
べ
し
。

ロ
、
実
行
方
法
、
先
づ
販
売
の
中
心
と
す
べ
き
大
量
取
引
所
を
上
野
附
近
に
設
け
、
市
内
各
所
に
数
ケ
所
の
小
売
販
売
所
を

設
く
る
も
の
な
れ
ど
、
大
量
取
引
は
県
産
業
組
合
聯
合
会
に
直
営
せ
し
め
、
小
売
所
の
主
任
は
失
業
商
人
中
、
相
当
資
産

あ
り
、
希
望
す
る
も
の
に
認
可
指
令
す
る
を
可
と
す
。
元
よ
り
価
額
の
統
一
を
計
り
、
一
般
商
人
の
為
め
に
は
商
業
道
徳

の
指
導
者
と
な
り
た
し
。

◇
生
産
工
業
会
社
の
設
立

趣
旨
、
本
県
は
大
先
渋
沢
子
爵
を
始
め
実
業
界
に
名
士
多
し
、
故
に
此
際
失
業
救
済
事
業
発
展
の
た
め
に
、
特
殊
の
生
産
工

業
会
社
を
興
し
、
失
業
者
の
救
済
を
計
り
た
し
。
特
に
こ
れ
が
資
金
は
各
方
面
よ
り
募
集
す
る
を
可
と
し
、
一
日
も
早
く
実

行
普
及
し
て
、
復
興
の
先
駆
た
る
を
得
ば
郷
人
各
位
の
幸
こ
れ
に
す
ぎ
ざ
る
べ
し
。

大
正
十
二
年
十
月
二
十
八
日

日
比
谷
公
園
西
町
七
四
八

埼
玉
県
人
救
護
団
本
部

①
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雑
誌
『
埼
玉
及
埼
玉
人
』
に
掲
げ
ら
れ
た
顧
問
渋
沢
栄
一
の
左
記
一
文
は
、
小
規
模
な
が
ら
埼
玉
救
護
団
の
事
業
を
高
く
評
価

す
る
と
と
も
に
、
主
事
山
口
六
郎
次
の
献
身
を
と
く
に
称
讃
し
て
い
る
。
学
生
時
代
に
山
口
は
第
一
回
箱
根
駅
伝
の
走
者
と
し
て
活

躍
し
、
陸
上
競
技
団
体
の
役
員
に
選
ば
れ
る
。
や
が
て
第
二
次
大
戦
後
は
政
界
に
入
り
、
吉
田
茂
内
閣
の
政
務
次
官
な
ど
を
歴
任
し

た
。
な
お
、『
銀
行
通
信
録
』
に
掲
載
さ
れ
た
長
文
の
回
顧
で
渋
沢
は
、
滝
野
川
罹
災
民
へ
の
救
援
に
関
し
て
多
々
語
る
が
、
埼
玉

救
護
団
へ
の
係
わ
り
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

言
は
易
く
行
は
難
し

（
救
護
団
顧
問

子
爵

渋
沢
栄
一
）

在
京
罹
災
埼
玉
県
人
救
護
団
が
、
気
の
毒
な
数
万
の
罹
災
者
の
救
護
に
種
々
な
方
法
を
講
じ
て
、
其
の
生
活
を
助
け
、
或
ひ

は
其
の
復
興
の
一
助
と
な
り
、
こ
ゝ
に
芽
出
度
解
散
す
る
の
運
び
に
至
つ
た
の
は
、
其
の
顧
問
の
一
人
と
し
て
誠
に
喜
ば
し
い

次
第
で
あ
る
、
私
も
及
ば
ず
な
か
ら
尽
力
し
て
来
た
が
、
救
護
団
の
名
は
余
り
広
く
知
ら
れ
ず
、
且
つ
其
の
救
護
す
る
範
囲
も

埼
玉
県
人
に
限
ら
れ
狭
い
も
の
で
あ
つ
て
、
之
を
国
家
的
見
地
か
ら
見
る
な
ら
ば
極
は
め
て
微
々
た
る
一
事
業
に
過
ぎ
な
い
。

併
乍
ら
物
の
値
打
ち
と
い
ふ
も
の
は
、
其
の
事
業
の
範
囲
が
大
な
る
か
故
に
値
打
ち
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
其
の
事
業
が
極
は

め
て
小
さ
い
か
ら
値
打
ち
が
少
な
い
訳
の
も
の
で
は
な
い
、
要
は
其
の
範
囲
の
大
小
に
関
せ
ず
、
其
れ
に
依
つ
て
如
何
な
る
実

績
を
挙
げ
る
事
が
出
来
た
か
に
依
つ
て
、
其
の
事
業
の
値
打
ち
が
定
ま
る
の
で
あ
る
。

我
が
救
護
団
は
其
の
名
も
余
り
高
か
ら
ず
、
又
大
事
業
な
り
と
は
い
は
れ
な
い
が
、
其
の
内
容
即
ち
救
護
の
方
法
と
其
の
挙

げ
た
実
績
等
に
於
い
て
は
、
他
の
範
と
す
る
に
足
る
も
の
が
あ
る
と
確
信
す
る
。
か
く
の
如
く
救
護
団
が
非
常
に
良
好
な
る
成

績
を
挙
げ
る
事
が
出
来
た
の
は
、
粕
谷
・
加
藤
君
を
初
め
と
し
て
、
関
係
者
一
同
が
一
致
協
力
し
て
事
に
当
つ
た
か
ら
で
あ
る
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が
、
殊
に
本
団
主
事
山
口
六
郎
次
君
の
献
身
的
奮
闘
に
負
ふ
所
が
多
い
。
山
口
君
は
未
だ
三
十
才
に
満
た
ざ
る
青
年
で
、
し
か

も
彼
の
大
震
災
に
依
つ
て
精
神
的
に
も
物
質
的
に
も
大
打
撃
を
被
つ
た
罹
災
者
の
一
人
で
あ
つ
た
に
も
拘
は
ら
ず
、
在
京
県
人

の
窮
状
に
深
く
同
情
を
寄
せ
、
自
己
の
事
業
を
顧
み
ず
東
西
奔
走
し
、
非
凡
な
る
方
法
を
講
じ
て
奮
闘
努
力
し
て
救
護
に
尽
く

し
て
く
れ
た
近
来
稀
に
見
る
感
心
な
青
年
で
あ
る
。

曾
つ
て
古
人
が
「
言
ふ
は
易
く
行
ふ
は
難
し
」
と
教
へ
た
が
、
実
に
千
古
の
金
言
で
あ
る
。
今
の
世
は
、
我
々
の
若
い
時
代

と
違
ひ
学
問
が
発
達
し
て
居
る
の
で
口
に
は
実
に
立
派
な
事
を
言
ふ
が
、
さ
て
実
際
に
当
つ
て
其
の
言
ふ
所
を
万
難
を
排
し
て

断
行
す
る
の
勇
気
に
至
つ
て
は
極
め
て
乏
し
い
。
言
ふ
だ
け
な
ら
何
人
に
で
も
出
来
得
る
極
は
め
て
易
々
た
る
事
で
あ
る
。
一

度
口
に
し
た
事
を
実
行
し
て
初
め
て
其
の
言
ふ
た
所
に
値
打
ち
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。今
日
比
谷
に
は
帝
国
議
会
が
開
か
れ
て
、

代
議
士
に
選
ば
れ
た
人
達
が
国
の
政
治
に
付
い
て
熱
心
に
奮
闘
し
て
く
れ
る
の
は
感
謝
に
耐
え
な
い
次
第
で
あ
る
が
、
彼
の
代

議
士
諸
君
が
、
議
会
で
主
張
す
る
事
と
、
実
際
に
行
ふ
て
居
る
事
と
の
間
に
、
幾
多
の
矛
盾
が
あ
る
様
に
思
は
れ
る
の
は
、
甚

だ
遺
憾
で
あ
る
。
凡
べ
て
口
に
言
ふ
だ
け
な
ら
ば
極
は
め
て
易
々
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
実
行
す
る
の
が
な
か
な
か
難

か
し
い
の
で
あ
る
。

私
も
監
督
の
地
位
に
あ
る
関
係
上
、
日
比
谷
の
救
護
団
本
部
を
訪
づ
れ
て
救
護
の
実
況
を
視
察
に
行
つ
た
が
、
主
事
山
口
六

郎
次
君
が
、
其
の
言
ふ
事
を
飽
く
ま
で
断
行
し
て
く
れ
て
居
た
の
は
唯
々
感
心
の
外
は
な
か
つ
た
、
其
の
所
信
を
一
貫
し
て
遂

に
有
終
の
美
を
発
揮
し
、
此
処
に
芽
出
度
く
解
散
の
運
び
に
至
つ
た
の
は
誠
に
喜
ば
し
い
次
第
で
あ
る
。
終
に
臨
み
多
大
の
後

援
を
忝
ふ
し
た
県
当
局
者
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
と
共
に
、
罹
災
者
各
位
が
一
日
も
早
く
復
興
せ
ら
る
ゝ
様
祈
つ
て
居
る
次



渋
沢
栄
一
「
言
は
易
く
行
は
難
し
」『
埼
玉
及
埼
玉
人
』
第
二
巻
第
四
号
、
大
正
一
三
年
九
月
、
三
一
―
三
二
頁
。『
渋
沢
栄
一

①

伝
記
資
料
』
第
三
一
巻
、
四
〇
五
ー
四
〇
六
頁
。

高
田
利
吉
筆
記
「
渋
沢
子
爵
親
話
日
録

第
一
」『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
三
一
巻
、
四
〇
三
頁
。

②
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第
で
あ
る
。
①

一
文
の
末
尾
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
渋
沢
は
罹
災
者
の
避
難
先
、
日
比
谷
公
園
の
仮
設
小
屋
を
晩
秋
に
訪
れ
た
。『
渋
沢
子
爵
親

話
日
記
』
と
し
て
秘
書
の
高
田
利
吉
は
記
録
す
る
。「
十
一
月
十
七
日
十
時
、
山
口
六
郎
次
氏
の
計
画
に
な
れ
る
県
出
身
の
震
災
被

害
者
に
救
護
品
支
給
の
現
状
実
見
の
為
、
渡
辺
得
男
氏
を
随
へ
て
日
比
谷
バ
ラ
ッ
ク
に
赴
か
る
。
配
給
行
届
き
て
し
か
も
濫
与
に
陥

ら
ず
、
よ
く
中
庸
を
得
た
り
と
称
揚
せ
ら
る
。」

②


